
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行  

パルシステム山梨 

課題推進チーム 食・農 

 

フランスで有機農業を志す人々に迫ったドキュメンタリー映画。 

アグロフォレストリー（森林小規模農法）を実行するため、パリから郊外に移住したリンダ。 

慣行栽培だった実家のぶどう園を有機農法に変え、有機農業の可能性を証明したいバランタン。 

慣行栽培に限界を感じて、有機農法に切り替えたオリビエ。 
 

大地と共生する農業の新しい可能性を探りながら、社会の在り方を問いかける映画です。 
 

オンラインでの参加が初めてで不安な方は、事前にご相談下さい。 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

  

2017 年／フランス／６７分 

監督：マリー＝フランス・バリエル 



「数量」に参加人数をご記入下さい  108570  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■注意事項■※必ずお読みください 

当日は、「Zoom」を使用します。パソコン、タブレット PC、スマートフォンでご参加いただけます（事前に Zoomアプリの

インストールが必要です） 

＊インターネットに接続できる環境が必要です。 

＊データ通信料がご契約プランの上限を超える可能性もあります。wi-fi 環境など、事前に通信環境をご確認ください。 

＊Zoomが初めての方には、事前に資料をお送りいたします。お気軽にお問い合わせ下さい。 

  

課題推進チーム「食・農」では、2021年度の推進課題である『畑から食を考えよう』に沿っ

て、パルシステムの産直「コア・フード」を視点に、持続可能な食と農についての啓発活動を

行っています。  

 主な活動内容は、オンラインを中心とした学習会やイベントに参加し、そこで得た情報を

組合員さんに、通信(てんとう虫君通信)や SNSを通して分かりやすく発信しています。 

今年度も新型コロナウイルスの影響で、産地を直に訪れることはできていませんが、オン

ラインで生産者の方と交流するなどしています。  

 私たちの食を取り巻く環境には、遺伝子組み換え食品やゲノム編集食品・種苗法改正な

ど、様々な問題が山積みです。環境に極力負荷をかけずに食品を生産するにはどうしたら

良いか、安心安全な食を得るためにはどうしたら良いか、限りある資源を未来に残すため

にはどうしたら良いか、そんなことを考えながら活動しております。 

組合員メンバー M.K 

みなさんは野菜や穀物など、どんな基準で選びますか？ 

できるだけ農薬使用量が少なかったり、有機・オーガニックを選んでいきたいと思う方も

多いと思います。 

しかし現在日本では、耕地面積に対する有機農業取組面積は、わずか 0.2％。（農林水産省「有機

農業をめぐる事情）より 2017 年のデータ） 農業大国のフランスでさえ、有機農地は 6.3％ほどです。 

この映画では、農薬や化学肥料を多用する現代農業に疑問を持った若者たちが、有機農業

にチャレンジしていきます。食や農の未来が明るいものとなりますように。 


